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1． 研究背景と目的 

 平成 29年 7月 5日から 6日にかけて福岡県朝倉市，東峰

村および大分県日田市を中心に記録的な集中豪雨が発生

し，山間部において広域的な斜面崩壊・土石流が発生した． 

 本文では，今回の豪雨により生じた広域的な斜面崩壊の

形状を流域と地質に注目して分析し，崩壊域からの発生土

量と侵食・堆積土量の推定を行った． 

2． 分析概要 

1)対象地域と使用データ 

 福岡県朝倉市において斜面崩壊が多くみられた流域（東か

ら赤谷川，乙石川，白木谷川，寒水川，北川，奈良ヶ谷川）

を調査対象地区に選定した． 

判読に用いた航空写真は，国土地理院と国土交通省九州地

方整備局が発災後の 7 月 13 日に撮影したものである．崩壊

前および崩壊後地形分析に使用したレーザプロファイラデ

ータ（以降，LP データと呼ぶ）は，九州地方整備局と福岡

県県土整備部砂防課によりそれぞれ 1 月と 7 月に計測され

たものであり，1m精度のグリッド（以下，メッシュと呼ぶ）

データを用いた．地質情報は，産業技術研究所のものを用い

た 1)． 

2)崩壊域，侵食・堆積域の判読 

調査対象の発災後の航空写真をもとに，斜面の崩壊域と侵

食・堆積域に分けて判読した．図-1は，調査対象としたすべ

ての流域の判読結果を示す．なお，図-1には，対象地域の地

質図も同様に示す．この地域は変成岩質の泥質片岩や花崗岩

質の花崗閃緑岩が複雑に入り組んだ地質の分布をしており

地質の境界が多く存在する． 

3)分析方法 

 図-2 に崩壊斜面の模式図を示す．崩壊面積は崩壊斜面を

投影した平面の面積であり，崩壊高さは，崩壊斜面の最高標

高と最低標高の差である．また，崩壊斜面の傾斜角は，各メ

ッシュの傾斜角を崩壊斜面ごとに平均したものである．崩壊

深さも各メッシュで発災前後標高の差分を求め，傾斜角と同

様に崩壊斜面ごとに平均値と最大値を算出した．さらに，崩

壊域，侵食域および堆積域の土量は，崩壊面積にそれぞれの

平均深さを乗じることで求めた．  

図-2 崩壊斜面の模式図 
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図-1 朝倉市の地質図と判読結果 
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図-3 傾斜角の分布 
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3． 分析結果 

 図-3 はすべての流域における崩壊斜面の傾斜角の頻度分

布と累積頻度を示す．斜面崩壊が最も多い傾斜角は 40°付

近であり，崩壊斜面の平均傾斜角は 34.7°であった．また，

平均傾斜角は崩壊前後で 0.4°増加し，崩壊後の方が切り立

った斜面になったと言える．なお，図中には，国土交通省国

土技術政策総合研究所による全国を対象とした降雨による

斜面崩壊の累積分布の結果も示す 2)．傾斜角の定義に違いは

あるが，累積分布の傾きを全国の事例と比較すると，九州北

部豪雨による斜面崩壊は 30°～45°の範囲に集中した．ま

た，九州北部豪雨による斜面崩壊の 8割は，全国の事例より

20°小さい 40°以下で発生したことが分かる． 

 図-4 は崩壊域の合計面積と流域面積の比である崩壊面積

比を示す．崩壊面積比は，崩壊面積比が大きいのは順に奈良

ヶ谷川，赤谷川上流部および北川であり，約 7%が崩壊した．

赤谷川下流部が 2.5%程度と小さいのは，下流部のため傾斜

角が小さい所が多く，崩壊域が小さいことが考えられる． 

 図-5 では崩壊域の発生土量を流域ごとで比較した．赤谷

川上流部と乙石川の発生土量が 30 万 m3 以上と大きい．地

質に注目してみると，寒水川，赤谷川上流部，奈良ヶ谷川に

おいては，6割以上が変成岩質での崩壊であったことがわか

る．逆にその他の流域では花崗閃緑岩での崩壊が 7割以上を

占めていた．今回対象とした流域における崩壊域の合計土量

は 157万 m3であった． 

図-6は侵食・堆積域での発生土量を示す．乙石川流域にお

ける侵食土量が約 20万 m3と最も多い．赤谷川流域の侵食土

量が少なく，合計 80万 m3の土砂が堆積したことが特徴的で

ある．全流域で侵食土量が 79 万 m3，堆積土量は 189 万 m3

であった．流出土量は，崩壊土量と侵食土量の和から堆積土量を引くと，約 47万 m3であったと推定される． 

4． まとめ 

平成 29 年 7 月九州北部豪雨により対象流域で発生した崩壊斜面の平均傾斜角は 34.7°であり，全国の過

去の斜面崩壊と比較すると約 20°小さい 40°以下でその 80%が発生した．寒水川，赤谷川上流部および奈

良ヶ谷川流域では変成岩質の斜面崩壊が 6割以上であり，乙石川，北川，赤谷川下流部および白木谷川流域

では花崗閃緑岩の斜面崩壊が 5割以上であった．全対象流域の崩壊土量は 157万 m3，侵食土量は 79万 m3お

よび堆積土量は 189万 m3であり，河川への流出土量は 47 万 m3であったと推定される． 
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図-4 崩壊面積比の比較 
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図-6 侵食・堆積土量の比較 

図-5 崩壊土量の比較 
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